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 “パンダバンブープロジェクト” 
 パンダの⾷べ残した⽵を「アオリイカ産卵床」として活⽤ 

 ３年⽬に⾒えてきた沿岸⽣態系への貢献 

  アドベンチャーワールド（和歌⼭県⽩浜町）は、沿岸⽣態系の回復を⽬的に、パンダが⾷べ残した⽵を活⽤し、ア 
 オリイカが卵を産む場所をつくる取り組みを２０２２年から続けています。本活動では、パンダが⾷べ残した⽵を束 
 ねて海底に設置し、減少する海藻に代わる産卵場所を提供することで、アオリイカの産卵環境を確保するとともに、 
 沿岸の⽣物多様性の向上を⽬指しています。２０２４年度の活動では、計６４基の⽵製産卵床を⽩浜町⽇置川エリア 
 「伊古⽊漁港」に設置し、その⼤半の産卵床にアオリイカの産卵が確認されました。さらに、⽵の表⾯には海藻や⼩ 
 型の動物が付着し、⽣物が増える基盤としての可能性も⽰されました。本活動の成果と今後の展望について報告いた 
 します。 

 【活動の背景】 
  近年、海⽔温の上昇や藻類を⾷べる⽣物の分布拡⼤により⽩浜の海の⽣態系が変化し、アオリイカの産卵場所とな 
 る海藻類が減少しています。⼀⽅、⾥⼭では放置⽵林の増加が問題となっており、適切な管理が求められています。 
 アドベンチャーワールドでは、こうした⽵を伐採してパンダの⾷事として活⽤してきましたが、パンダは⽵の新鮮な 
 枝葉の⼀部しか⾷べず、幹や摂餌後の枝葉は⼤量に残ります。そこで、⾷べ残した⽵を束ねて海底に沈めることで、 
 アオリイカの産卵床や⼩型⽣物の⽣育基盤として活⽤する取り組みを２０２２年より開始しました。この活動は、⾃ 
 然環境の保全と地域社会の連携を強化するプロジェクトとして、継続的に進めています。 

 【２０２４年度シーズンの活動概要】 
 設置期間 ︓２０２４年６⽉２６⽇〜１１⽉９⽇ 
 設置場所 ︓⽩浜町⽇置川エリア「伊古⽊漁港」 
 設置基数 ︓合計６４基 
 共催   ︓⽩浜町 
 協⼒   ︓京都⼤学瀬⼾臨海実験所・⽩浜⽔族館、⼩出渡船、 
      ダイビングセンター「エルマール」、和歌⼭南漁業協同組合 ほか 
 主な取組︓ 
   ① パンダの⾷べ残した⽵（孟宗⽵、⽮⽵）を活⽤したアオリイカ産卵床の設置 
    ・海藻が減少した⽩浜の海に、⽵を使ったアオリイカの産卵場所を６４基設置 
    ・設置後、７⽉から１１⽉にかけて、定期的に潜⽔調査及び⽵のサンプリングを実施 



   ② 地域の中学⽣が参加する環境学習プログラムの実施 
    ・⽇置中学校の⽣徒２１名が産卵床の制作・設置に参加し、海洋環境について学ぶ 
   ③ 京都⼤学⽩浜⽔族館でアオリイカの卵を展⽰し、孵化の様⼦を公開 
    ・産卵床から採集した卵を展⽰し、孵化の過程を⼀般公開 
    ・孵化後の稚イカを海へ放流 
   ④ ⽵の葉や枝に付着する⽣物の調査 
    ・⽵に着⽣する藻類や⼩型⽣物の種類と数を記録し、⽣態系への影響を分析 

 【活動の成果】 
     ①アオリイカの産卵成功と孵化 
    ・設置した６４基の⼤半にアオリイカの産卵を確認 
    ・京都⼤学⽩浜⽔族館で展⽰した卵から、２，６４１匹の稚イカが孵化し、放流 

      ⽵に産み付けられたアオリイカの卵塊        京都⼤学⽩浜⽔族館での展⽰       ⽔槽内で孵化  した稚イカたち 

     ②沿岸⽣態系への貢献 
    ・⽵に着⽣した海藻類 
     シワヤハズ、タマイタダキなどの海藻類が確認され、海藻の成⻑基盤となることを確認 
    ・付着⽣物 
     甲殻類（ワレカラ、フジツボ）、ゴカイ類、巻⾙類の卵塊などが⽵に付着していることを確認 
    ・⽣態系の回復の兆し 
     海藻の増加 → ⼩型⽣物の⽣息数増加 → ⽣物多様性の向上が期待される 

      ⽵に着⽣した褐藻類のシワヤハズ        紅藻類のタマイタダキ         集まる巻⾙  のマガキガイ 

    サンプリングした⽵に付着したマクロベントス（底⽣⽣物）たち（左からワレカラ亜⽬、ミズヒキゴカイ科、ウズマキゴカイ科、フジツボ類） 



     ③普及活動の成果 
    ・京都⼤学⽩浜⽔族館での展⽰期間中、１９，２８１⼈が来館し、多くの⽅が活動に触れる機会に 
    ・⽇置中学校の⽣徒が参加し、沿岸環境への理解を深める機会に 

 【今後の展望】 
  近年の研究では、磯焼けの原因とされる藻類⾷性⿂類の稚⿂をアオリイカが捕⾷することが報告されています。ア 
 オリイカの産卵が確認されたことで、将来的にはこの⽣態系のつながりが作⽤し、海藻の減少を抑える⼀助となる可 
 能性も考えられます。また、⽵が海中で徐々に分解される過程で、その堆積物を餌とする巻⾙が集まっている様⼦も 
 確認されました。これにより、⽵が⼩型の⽣物の⼀時的な⽣息基盤として機能するだけでなく、分解された有機物 
 が、海の栄養循環にも影響を与える可能性が考えられます。今後も調査を続け、⽵を活⽤した⽣態系回復の可能性を 
 さらに探求していきます。また、地域住⺠や漁業関係者との連携を深め、⾥⼭と⾥海をつなぐ新たな環境保全モデル 
 の確⽴を⽬指してまいります。 

 【パンダバンブープロジェクトについて】 
 https://www.ms-aws.com/vision/sustainability/policy02/ 
 ⾥⼭を荒廃させる⽵を伐採し、ジャイアントパンダの⾷事として活⽤することで⾥⼭の 
 環境を守り、これまで廃棄していたジャイアントパンダが⾷べない⽵の幹の部分や 
 ⾷べ残した⽵、糞を有効資源としてアップサイクルを推進するプロジェクトです。 

 【アドベンチャーワールド「SDGs宣⾔・パークポリシー」】  https://www.aws-s.com/parktheme-sdgs/ 
 アドベンチャーワールドは、「こころにスマイル 未来創造パーク」として、すべての⽣命にSmile（しあわせ）が 
 溢れる豊かな未来の地球の姿をパークで体現します。パークという”⼩さな地球”を通して、関わるすべての⼈の 
 ⼈⽣が豊かになるように、動物たちの⽣命がずっとつながっていくように、⾃然や資源が循環し再⽣するように、 
 未来のSmileを創り続けていきます。 

 【SDGsについて】 
 SDGsとは「持続可能な開発⽬標（Sustainable Development Goals）」 
 のことです。社会が抱える問題を解決し、世界全体で２０３０年をめざして 
 明るい未来を作るための１７のゴールと１６９のターゲットで構成されてい 
 ます。２０１５年９⽉、ニューヨーク国連本部において１９３の加盟国の全 
 会⼀致で採択された国際⽬標です。 
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